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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

(1) このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果

• 論文

– K. Ohsuga, Y. Kato, S. Mineshige, Spectral Properties of Three-dimensional Magneto-
hydrodynamical Accretion Flows ApJ (投稿中)

• 国際会議

– K. Ohsuga, Y. Kato, S. Mineshige, Spectral Properties of Three-Dimensional Magneto-
Hydrodynamical Accretion Flows, International Workshop on Magnetohydrodynamic
(MHD) Accretion Flows and Jets, Yukawa Institute for Theoretical Physics, Kyoto
University, Japan, January 25 - 27, 2005

• 研究会発表

– 大須賀　健,「円盤を解像して何がわかるのか？」VSOP-2 サイエンスワークショップ
2004（招待講演）

成果の概要

3次元磁気流体計算データを基に、電波から硬X線領域までの輻射スペクトル (SED)を、計算で
きる輻射輸送コードを開発した。電波領域だけに限った輻射スペクトル計算はGoldston, Quataert,
& Igumenshchev (2005)によって行われているが、SED全体を示すことは世界初の成果である。
特に、赤外線から紫外線領域の放射は、シンクロトロン放射＋コンプトン散乱というプロセスで
形成されるため、コンプトン過程を正しく扱った多次元の輻射輸送計算は必須である。
今後の課題としては光学的厚みの評価を更に高精度化させることがあげられる。これは、３次

元磁気流体計算の詳細な密度構造やその時間変動が SEDに及ぼす影響を調べるため、そして角度
ごとの SEDや波長ごとのイメージを作り出して観測データとより直接的に比較するために必要で
ある。更に、3次元磁気流体コードのモジュールとして活用する為に、ベクトル化率と並列効率
を上げる必要がある。


